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田邉先生はグロビン遺伝子の時期特異的発現を規定する転写抑制因子DRED複合体を精
製し、その主要構成因子である転写因子TR2/4の生体機能を解明してきました。本セミ
ナーではTR2/4ヘテロ二量体によるグロビンサイレンシング機構について講演頂くとともに、
造血幹細胞分化に関する新しい研究プロジェクトを紹介して頂く予定です。

１．The TR2 and TR4 orphan nuclear receptors repress Gata1 transcription. 
Tanabe O, et al. Genes Dev. 2007 21(21):2832-44.

２． Embryonic and fetal beta-globin gene repression by the orphan nuclear 
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本セミナーは医学履修課程特別セミナー等を兼ねています。受講学生は履修簿を持参し、
セミナー修了後にサインを受けること。聴講は自由大歓迎です。学部生の皆さんもぜひどうぞ。
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